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[要約] 
 
GliA in Aspergillus fumigatus is required for its 
tolerance to gliotoxin  
and involved in virulence. 
 
(Aspergillus fumigatus の GliAは gliotoxin耐性と病原性に 
関与している) 
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［目的］Gliotoxin は細胞傷害活性を持ち Aspergillus fumigatus
の産生する重要な病原因子として認識されている。近年、A. 
fumigatusは gliotoxinに対して抵抗性を持つことが明らかとなって
きたがその機序は明確になっていない．我々は gliotoxin のトラン
スポーターである gliAが A. fumigatus自身が産生した gliotoxinを
菌体外に排出することにより、gliotoxinによる菌自身への傷害を回
避しているとの仮説を立て、以下の検討を行った。 
［方法］親株として A. fumigatus ΔakuA株を使用し、gliT、gliA
の単独および二重欠損株を作製した。これらの株を種々の濃度の
gliotoxinを含む溶液で培養し、gliotoxinに対する抵抗性を検討した。
次に、マウスにそれぞれの株を経気道的に感染させ、親株と ΔgliA
株との病原性を比較した。 
［結果と考察］ΔgliA株では gliotoxinに対する感受性が上昇し、
gliAを相補することにより回復した。ΔgliTΔgliA株では gliotoxinに
対する感受性が最も高かった。以上の結果から、GliAは Af自身が
産生した gliotoxinの傷害活性から逃れるために重要な役割を果た
していると考えられた。また、マウスへの感染実験において、ΔgliA
株を感染させたマウスは親株を感染させたマウスより有意に長期
間生存した。これらの結果から、GliAの機能を抑えることにより、
A. fumigatusは自身が産生するgliotoxinに対して感受性となると共
にその病原性が弱くなると期待され、GliAは新たな抗真菌薬の標的
候補と考えられる。  
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